
平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報
〇
文
部
科
学
省
令
第
二
十
一
号

文
部
科
学
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
六
号
）
及
び
文
部
科
学
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五

十
一
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

文
部
科
学
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

文
部
科
学
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
文
部
科
学
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
の
見
出
し
中
「
、
発
達
障
害
支
援
専
門
官
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
、
発
達
障
害
支
援
専
門
官
一

人
」
を
削
り
、
同
条
中
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
三
項
と
す
る
。

第
三
十
三
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
、
校
務
改
善
専
門
官
及
び
学
力
調
査
分
析
専
門
官
」
を
「
及
び
校
務

改
善
専
門
官
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
削
る
。

第
三
十
九
条
第
三
項
「
、
救
急
医
療
専
門
官
、」を
「
及
び
」
に
改
め
、「
及
び
卒
後
臨
床
教
育
推
進
専
門
官
」を
削
り
、

同
条
中
第
五
項
を
削
り
、
第
六
項
を
第
五
項
と
し
、
第
七
項
を
削
り
、
第
八
項
を
第
六
項
と
し
、
第
九
項
か
ら
第
十
三

項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
四
十
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
育
成
奨
学
専
門
官
、」を
「
企
画
官
、
育
成
奨
学
専
門
官
及
び
」に
改
め
、

「
及
び
外
国
人
学
生
指
導
専
門
官
」
を
削
り
、
同
条
中
第
四
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項

と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
学
生
・
留
学
生
課
の
所
掌
事
務
に
係
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
に
参

画
す
る
。

第
四
十
八
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

国
立
研
究
開
発
法
人
審
議
会
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

第
六
十
八
条
の
見
出
し
中
「
並
び
に
」
の
下
に
「
廃
炉
技
術
開
発
企
画
官
及
び
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
並
び

に
」
の
下
に
「
廃
炉
技
術
開
発
企
画
官
及
び
」
を
、「
原
子
力
連
絡
対
策
官
」
の
下
に
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
条
中

第
十
一
項
を
第
十
二
項
と
し
、
第
十
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

11

廃
炉
技
術
開
発
企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
に
関
す

る
技
術
の
研
究
開
発
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
に
参
画
す
る
。

第
八
十
四
条
第
三
項
中
「
室
長
」
の
下
に
「
並
び
に
芸
術
文
化
ア
ー
カ
イ
ブ
専
門
官
」
を
、「
舞
台
技
術
専
門
官
」
の

下
に
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
条
中
第
八
項
を
第
九
項
と
し
、
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

芸
術
文
化
ア
ー
カ
イ
ブ
専
門
官
は
、
芸
術
に
関
す
る
作
品
そ
の
他
の
資
料
の
収
集
、
整
理
、
保
存
及
び
利
用
に
関

す
る
専
門
的
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
並
び
に
専
門
的
、
技
術
的
な
指
導
及
び
助
言
に
当
た
る
。

第
八
十
七
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
、
文
化
財
不
法
輸
出
入
規
制
専
門
官
及
び
文
化
財
武
力
紛
争
対
策
専

門
官
」
を
「
及
び
文
化
財
不
法
輸
出
入
規
制
専
門
官
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
文
部
科
学
省
令
第
二
十
二
号

行
政
機
関
職
員
定
員
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
文
部
科
学
省

定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

文
部
科
学
省
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

文
部
科
学
省
定
員
規
則
（
平
成
十
三
年
文
部
科
学
省
令
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
本
省
の
項
中
「
一
、
八
五
九
人
」
を
「
一
、
八
五
五
人
」
に
改
め
、
同
表
文
化
庁
の
項
中「
二
三
四
人
」

を
「
二
三
三
人
」
に
改
め
、
同
表
合
計
の
項
中
「
二
、
〇
九
三
人
」
を
「
二
、
〇
八
八
人
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
文
部
科
学
省
定
員
規
則
（
次
項
に
お
い
て「
新
令
」と
い
う
。）

第
一
条
及
び
次
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２

新
令
第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
文
部
科
学
省
の
本
省
の
定
員
は
、
平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間

に
お
い
て
は
、
一
、
八
九
三
人
（
う
ち
、
一
人
は
、
特
別
職
の
職
員
の
定
員
と
す
る
。）と
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
八
十
三
号

厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
第
百
五
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地

方
年
金
記
録
訂
正
審
議
会
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

地
方
年
金
記
録
訂
正
審
議
会
規
則

（
所
掌
事
務
）

第
一
条

地
方
年
金
記
録
訂
正
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。）は
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律

第
百
十
五
号
）
第
百
条
の
九
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
法
第
二
十
八
条
の
四
第
三
項
及
び
国
民
年

金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
百
九
条
の
九
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
同
法
第
十

四
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
の
処
理
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
組
織
）

第
二
条

審
議
会
は
、
委
員
三
十
人
以
内
で
組
織
す
る
。

２

審
議
会
に
、
特
別
の
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
員
等
の
任
命
）

第
三
条

委
員
及
び
臨
時
委
員
（
以
下
「
委
員
等
」
と
い
う
。）は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
地
方
厚
生
局

長
が
任
命
す
る
。

（
委
員
の
任
期
等
）

第
四
条

委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
し
、
一
年
ご
と
に
、
そ
の
半
数
を
任
命
す
る
。
た
だ
し
、補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、

前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

２

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

臨
時
委
員
は
、
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
の
事
項
の
調
査
審
議
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も

の
と
す
る
。

４

委
員
等
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

５

委
員
等
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。そ
の
職
を
退
い
た
後
も
同
様
と
す
る
。

（
会
長
）

第
五
条

審
議
会
に
、
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。

２

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
議
会
を
代
表
す
る
。

３

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
又
は
会
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員
が
、
そ
の
職
務
を

行
う
。

（
部
会
）

第
六
条

審
議
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

部
会
に
属
す
べ
き
委
員
等
は
、
会
長
が
指
名
す
る
。

３

部
会
に
、
部
会
長
を
置
き
、
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
等
の
う
ち
か
ら
、
会
長
が
指
名
す
る
。

４

部
会
長
は
、
当
該
部
会
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

５

部
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
等
の
う
ち
か
ら
部
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
者

が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

６

審
議
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
の
議
決
を
も
っ
て
審
議
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
議
事
）

第
七
条

審
議
会
は
、
委
員
及
び
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
き
、
議

決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。


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